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令和６年３月 定例会
障害児保育の拡充

令和７年４月～01

令和６年９月 定例会
「聞こえづらさ」の
　　　　予防と窓口支援を

令和６年10月～
「軟骨伝導イヤホン」を窓口に設置

１日単独療育を実施
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「軟骨伝導イヤホン」の有用性や
必要性について、調査研究し住民
サービスの向上に努める。
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聞こえづらさを軽減できる「軟骨
伝導イヤホン」設置の考えは。

施設や人材、収支の面から簡単で
はない。一日単独で預かる日を
設けるなど現在の体制でできる
ことを進めていく。

「てくてく」に通う子ども達と保
護者が「１日離れて過ごす単独ク
ラス」を作る考えは。

令和６年10月から軟骨伝導イヤホン
１台を本庁舎１階の窓口に設置した。

水・木・金の午前中のみ単独療育 火～金の３時までの単独療育に拡充

イヤホンが使える告知板

導入した機器

令和７年４月から、子どもだけを預かる
単独療育を実施している。
「てくてく」では、引き続き親子療育を
大切にしながら、単独療育も行っていく。

軟骨伝導の仕組み
空気の振動で音を聞く 軟骨の振動で音を聞く
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効 果
●聞こえにくさを解消
　→なめらかな意見交換
●窓口で大事な事を聞き逃さない
　→問い合わせ回数の減少
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